
72　食　物

A t42 絶食による7 -yト消化管の形態的変化
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　食餌組成、経静脈栄養、絶食痙どの管腔側要因が小腸粘膜の消化吸収能Ｋ適応的変化を

もたらすことは知られている。　しかし々がらこの機能的変化と形態的変化との関連性につ

いては必ずしも明らかでたい。演者らは、前報のi. うに、ラットを絶食させた場合の糖質

の消化吸収は絶食によ力低下し、再摂食によね増大することを観察したが、この変動は二

糖類水解酵素活性の変動により大きく影響を受けることを明らかにした。ここでは。二糖

類水解酵素活性か最も減少した絶食５日後の、胃、十二指腸、空腸、回腸。盲腸、大腸に

ついて走査電子顕微鏡を用いて、自由に摂食した群と比較観察を行った。また特に空腸に

ついては、腸壁の厚さ、絨毛の高さ、上皮細胞の高さと表面積、上皮細胞表面積あたりの

微絨毛の数、微絨毛の長さと直径の計測を行つ九。

　その結果、絶食５日後の各消化管壁の厚さは、いずれも対照群に比べ減少した。空腸の

腸壁の厚さの減少は粘膜重量の減少と一致していた。また、この腸壁の厚さの減少は絨毛

の高さの減少を反映していた。吸収上皮細胞の高■S 島減少した。さらに、その表面積は微

絨毛の形態の変化を伴い、絶食によわ縮小していた。絶食ラタトの微絨毛の長さは対照群

に比べ伸長し、これに反してその直径は短縮していた。また、微絨毛の表面積を、長さと

直径から概算したところ、絶食群と対照群の間の差は見られなかった。それゆ｀え、空腸の

全表面積は絶食によね有意に減少した。

　以上の結果から。糖質の消化、吸収能の絶食による低下は、消化、吸収面積の減少によ

るものと推察した。
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　小腸吸収上皮細胞の微絨毛膜に局在するアルカリホスファタ―ゼ（Al一P)、二糖類水解

酵素の発達過程K. 訟ける誘導に、副腎皮質ホルモン（ＨＣ）、甲状腺ホルモン（Ti）々どが

重要々役割を果していることか知られている。しかし痙がら、HC -hどに比べT4 について

の観察は少々い。そこで、生長発達の著しいニワトリ胚を用いて、膜消化酵素活性のＴ４

による誘導機構について、T.,投与の時期と膜消化酵素活性の誘導との関連について観察し

た。さらに、走査電子顕微鏡を用いて形態的左変化についても観察してみた。　１０日目な

らびに1 4日目のニワトリ胚に'Si ( 1 1^夕あるいは2 削）を投与し、1, 4, 6あるいは８日目

に十二指腸を取!）出し、Al－P 々らびに二糖類水解酵素活性を測定した。その結果、1 0日

目胚にT4を投与した場合には酵素活性にT4の影響は観察されなかった。一方、1 4日目胚

にT4を投与した場合には、Al-P 活性が投与1.4,6日後（1 5. 18,2 0日目胚）に軸いて、

コントロ―ル群に比べ有意に上昇していた。-tだ、スクラーゼ活性は15, 18日目胚に軸い

て、マルタ-ゼ活性は、15, 18, 2 0日目胚において有意に増加した。iた、形態的ﾌt観察の

結果、1 4日目にT4投与した群に軸いてのみ、微絨毛の伸長がみられた。さらに、この群で

は、H C などの投与ではみられない長い徴絨毛様突起の出現が認められた。この突起は、発達

初期に見られる長い微絨毛様突起の消失後出現し、その出現部位や長さの違い左どから発達

初期に観察されるものとは異たi>ことが推察された。以上の結果よ!）、ニワトリ胚の発達過

程における膜消化酵素のT4 による誘導はT4を投与する時期が重要であや、T4は微絨毛を

仲長させる過程に作用して膜消化酵素を誘導しているものと推察される。


